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編 集 後 記

今回は,13本の論文の応募がありました。そのなかで,8本の掲載になりました。もう,

定例となりましたが,ク リスマスの日が,採否の決定の委員会でした。それまでに複数の

審査委員の方に,査読をお願いし,審査意見をいただきました。その報告について,さ ら

に,慎重に会議を行い, もういちど審査意見を出し合いました。

前回を踏襲して,ご応募いただいた論文投稿者の方々に,委員会としてまとめた審査意

見をお知らせすることといたしました。また,次回の論集から,全国大会の統一テーマに

ついての論文の募集をすることになりました。6月 の全国大会のテーマは「地域に根ざす

ビジネス実務教育」です。ぜひ,た くさんの方のご応募をお待ちしています。

本論集も日本ビジネス実務学会に改称して,5回 目になりますが,掲載された論文はい

ずれも,こ れからのビジネス実務の研究に役立つものと考えております。

次回もたくさんの論文のご応募を,期待しております。
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